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会議の記録（概要）  

発言者   

○  開会  

 

○  委員の互選により長峯委員を会長に選出  

 

職務代理に岡本委員を指名します。  

本日 の 審 議会 の 会 議録 署 名 委員 に 萬 浪 委 員 と 藤原 委

員を指名します。よろしくお願いします。  

 

○  今回の審議会について事務局から説明  

 

○  西脇 地区 農 業 集落 排水 処理 区 を 西脇 地区 公共 下水

道処 理 区 に統 合 す るた め の 制度 改 正 につ い て 、事 務

局から説明  

 

既設 の 使 用者 に も 新た に 負 担を 求 め ると い う こと で

すか、新規に接続する方にだけ関係することですか。  

 

既に 下 水 道を 使 用 され て い るご 家 庭 に 新 た に 負担 を

求め ると いう こ と では なく 、 新 築 の 方で 下水 道を 使用

する 場合 に、 こ れ まで は新 規加 入 金 制度 に沿 って 加入

金を 納め てい た だ いて い た もの が 、 今後 は受 益者 負担

金制 度に 沿っ て 加 入金 を 負 担し て い ただ くこ とに なる

ということです。  

黒田 庄 地 区で は 別 の負 担 金 制度 が あ り、 今 回 は西 脇

地区に限った制度改正の説明となります。  

 

３ページの加入金の当初金額と 10 年後金額のところ

を、もう一度説明してください。  

 

これ ま で 農業 集 落 排水 処 理 施設 建 設 工事 費 の ５％ を

地元 集落 へ請 求 し て き てお り、 そ の 額を 戸数 割し た金

額が 当初 金額 と な りま す。 そし て 新 規接 続さ れる 場合

に は 、戸 数割 し た 金額 を基 に新 規 加 入金 を請 求し てき

ました。また、下水道施設が稼働してから 10 年間は法

定金 利５ ％を 毎 年 上積 みし てい ま し たが 、現 在で はど

の地区も整備が完了してから 10 年が経過していますの

で、 10 年後金額の方を上限額として新規加入金を納め
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ていただいております。  

 

戸数 割 な ので 戸 数 の多 い 地 区と 少 な い地 区 で 加入 金

にば らつ き が あ り ます が 、 全て の 地 区で 整備 が完 了し

てから 10 年以上経過しているので、 10 年後金額に表

示している金額が請求されているということですね。  

これ か ら は、 農 業 集落 排 水 事業 が 廃 止さ れ 公 共下 水

道事 業へ 統合 さ れ ると いう こと で す から 、受 益者 負担

金制 度へ 段階 的 に 改正 され てい く と いう 理解 でよ ろし

いでしょうか。  

 

その通りです。  

 

簡単に言えば、新規加入金で納めていたものが、 550

円 ／ ㎡ の 受 益 者 負 担 金 に 替 わ る と い う こ と で し ょ う

か。  

 

今す ぐ に 替 わ る の では な く 、順 次 統 合が 完 了 した 地

区から制度も改正していくことになります。  

 

受益者負担金 550 円／㎡の算定根拠はありますか。  

 

西脇 市 か ら終 末 処 理場 の あ る小 野 市 への 基 幹 幹線 へ

繋が る枝 線の 整 備 費用 を 住 宅地 面 積 で割 った 額に 、近

隣 市 町 と 調 整 を 行 っ て 決 定 さ れ た 額 が 550 円 ／ ㎡ で

す。  

 

農業 集 落 排水 事 業 は農 林 水 産省 、 公 共下 水 道 事業 は

国土 交通 省と 管 轄 省庁 の違 いで 負 担 する 金額 も違 って

きま す 。 黒田 庄 地 区は 整備 費用 が 違 うの で、 同じ 公共

下水道でも負担する金額が違うということですね。  

 

農業集落排水処理区に住む方は、これまで 40～ 50 万

円の 新規 加入 金 を 納め 、公 共下 水 道 処理 区で は 、 例え

ば 300 ㎡で約 16 万円、黒田庄地区では 17 万円の負担

とな って おり 、 既 設の 住民 が こ れ ま で 支 払っ た金 額 と

の間 に 差 が生 じ る こと に な りま す 。 この 説明 で 住 民か

ら理解が得られるでしょうか。  
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この 問 題 につ い て は、 市 町 合併 し た 時か ら 下 水道 使

用料 にも 料金 差 が あり 、 同 じサ ー ビ スで あり なが ら公

共下 水道 と農 業 集 落排 水で 料金 体 系 が違 いま した が、

議論 を重 ねて 解 決 して きた 経緯 が あ りま す 。 今回 も公

共下 水道 に統 合 さ れる の で 、受 益 者 負担 金の 制度 が適

用さ れる とい う こ とで はな いで し ょ うか 。 個 人に 限っ

て言 いま すと 、 下 水道 に加 入す る 時 期で 負担 する 額に

違いが生じることになります。  

 

私が 心 配 する の は 、こ の 制 度の ス タ ート す る 時期 を

知っ てい る人 と 知 らな い人 では 負 担 する 額の 違い が問

題に なる ので は な いか 、と いう こ と です 。例 えば 、制

度の スタ ート に 合 わせ て新 築工 事 を 遅ら せる など 考え

られますが、周知はどのようにされていますか。  

 

委員 の ご 質問 に 答 える 前 に 、な ぜ 、 農業 集 落 排水 処

理施 設を 公共 下 水 道へ 統合 して い る のか とい う説 明を

させ てい ただ き ま す 。 農業 集落 排 水 では 汚水 処理 経費

が使 用料 収入 だ け では 賄わ れて い ま せん 。し かし 、公

共下 水道 は収 支 の 均衡 がと れて い る のが 現状 です 。 だ

から統合を進めているのです。  

前提 条 件 とし て 、 現在 、 農 業集 落 排 水処 理 施 設を 利

用い ただ てい る 方 に は 、全 件加 入 金 を納 めて いた だい

て い ます ので 、 新 たな 負担 は発 生 し ませ ん。 これ から

新規 加入 され る 方 のみ 加入 金の 差 が 生じ る場 合が あり

ます が、 それ よ り も 持 続可 能な 下 水 道事 業の 運営 の 方

が重点課題であると考えております。  

今回の説明は、統合される地区の負担金を 550 円／

㎡にしようと取り決めするものです。  

 

統合 事 業 を行 う 地 区に は 、 事前 に 役 員会 で 制 度改 正

の説明を行い、理解を得ているところです。  

 

この よ う な情 報 を 知っ て い る人 、 知 って い な い人 が

出 な い よ う に 広 く 広 報 し て い た だ く よ う お 願 い し ま

す。  

 

市広報誌や市ホームページを使って広報します。  
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下水道の加入率はどの位の数字になりますか。  

 

下水道を使えるかどうかということであれば、 100％

つま り市 内全 域 で 使用 する こと が で きま す。 下水 道を

利用 して いた だ い てい るか どう か と いう こと に な りま

すと 、水 栓化 率 と 呼ん でい ます が 、 今年 度４ 月１ 日時

点で 90.9％の接続割合となっています。  

 

よく 問 題 にな る こ とで す が 、下 水 道 整備 の 当 初、 １

～２ 年で 接続 し て ほし いと いう こ と だっ たの で、 急い

で接 続工 事を 行 っ た経 緯が あり ま す 。し かし ま だ １割

の方が接続工事を行っていないのはなぜですか。  

 

未接 続 の ご家 庭 に は、 毎 年 数百 件 に なり ま す が職 員

が 訪 問 し て 啓 発 活 動 を 行 っ て い ま す 。 そ の 時 に ア ン

ケー ト調 査 を 行 っ てい ます が 、 未 接 続の 理由 とし て高

齢世 帯で ある と か 資金 繰り が厳 し い ので 工事 がで きな

いな どの 回答 が 多 く、 それ 以上 は 踏 み込 めな いの が実

情で す。 新築 の ご 家庭 につ きま し て は、 接続 義務 とし

て必然的に下水道へ接続していただいております。  

 

中心 市 街 地で も 特 に借 家 な どは 大 家 が協 力 的 でな い

とこ ろが 多く て 、 衛生 面で 住民 ト ラ ブル が起 こっ てい

ます。  

 

○  平成 30 年度水道事業会計決算報告及び経営戦略と

の比較について事務局から説明  

 

水道 事 業 の主 な 投 資は 老 朽 管の 更 新 工事 と な って い

ます が、 経営 戦 略 で４ 億９ 百万 円 の 計画 に対 して 、決

算が ２億 ８千 ５ 百 万円 とい うこ と は 、想 定し てい たよ

りも安価にできたということでしょうか。  

 

工事 の 中 身に つ き まし て は 、全 て が 入札 差 金 では な

く、 関係 機関 と の 調整 によ り 工 事 す る必 要が 無く なっ

たものも含まれております。  

 

でき な か った と か 後回 し に した と か いう も の でな け

れば 、 将 来の 費 用 が発 生し ない 、 プ ラス の 方 へ寄 与し
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ていることになりますね。  

 

５ペ ー ジ で資 金 残 高と あ り ます が 、 投資 に 不 足す る

額を資金残高から補填していくと、平成 30 年度と同じ

規模 の事 業を す る と 資 金が 足り な く なる と思 うの です

が。  

 

次年 度 も 減価 償 却 費が あ り ます の で 、そ の 額 と資 金

残高 ４億 ８千 ４ 百 万円 を足 した 額 で 投資 の不 足額 を補

填します。  

 

民間 企 業 では 、 預 貯金 や 繰 越資 金 と 表示 し な いと 理

解できないですね。  

 

専門 用 語 と 言 う か 業界 用 語 とし て 慣 れる し か ない で

すね 。こ こで は 減 価償 却費 を補 填 財 源と いう 言葉 で表

現し てい て、 そ れ を使 い切 ると 資 金 ショ ート にな ると

いうことです。  

 

○  平成 30 年度下水道事業会計決算報告及び経営戦略

との比較について事務局から説明  

 

４ペ ー ジ の他 会 計 補助 金 の とこ ろ で 、経 営 戦 略と 比

較し て 減 少し て い る要 因が 支出 の 減 とな っ て いる よう

ですが、もう少し詳しく説明してください。  

 

純利益が 11 万７千円となっていますが、下水道事業

会計 は人 件費 や 維 持管 理経 費の 減 少 分を 利益 が出 ない

よう に他 会計 補 助 金で 調整 して い ま す。 想定 して いた

よりも経費の減少幅が大きい結果となりました。  

 

○  上下水道事業の取組みについて事務局より説明  

 

総合 的 に は経 営 戦 略と 齟 齬 がな い と いう 理 解 でよ ろ

しい です か。 こ の 説明 に隠 れて い る 問題 はあ りま せん

か。  

 

今の と こ ろ経 営 戦 略で 見 込 んで い た 収支 計 画 より も

若干 良い 数値 で 推 移し てい ます 。 例 えば 、春 日浄 水場
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の休 止に は１ ～ ２ 年の 遅れ はあ り ま す が 、水 道料 金収

入や 下水 道使 用 料 収入 は見 込み よ り 増収 とな って いま

す。  

一つ 工 事 の面 で 申 しま す と 、下 水 道 事業 の 黒 田庄 浄

化セ ンタ ーの 耐 震 化 対 策で 、現 在 震 度６ 強の 地震 が起

きれ ば一 部壊 れ る 可能 性が ある 施 設 がご ざい ます 。そ

れを 耐震 化す る の に数 億円 必要 と の 試算 が出 てお りま

す。 持続 可能 な 経 営と いう 観点 か ら 、耐 震化 工事 を実

施するのかしないのかという課題があります。  

 

経営 戦 略 策定 時 は 、人 口 減 少を 見 込 んで 収 支 計画 を

作成 しま した が 、 収入 が想 定し て い た以 上に 減少 して

いな いと いう こ と は、 人口 減少 も 緩 やか であ った とい

うことでしょうか。  

 

人口 は 減 少し て い ます が 、 使っ て い ただ い て いる 水

量の 減少 が低 い た め、 料金 収入 の 減 少が 抑え られ てい

るという結果になっています。  

 

治水 の 面 で質 問 し ます が 、 川に 土 砂 が堆 積 し やす く

川底 が高 くな れ ば 、増 水し たと き に 堤防 を越 水す るこ

と も あ り 、 先 日 、 状 況 写 真 を 市 へ 提 出 し た と こ ろ で

す。 川底 の土 砂 を 取り 除く 対策 は し て い ない ので しょ

うか。  

 

川の 管 理 は県 に な りま す が 、土 砂 の 除去 に つ いて 説

明し ます と、 近 年 は国 の国 土強 靭 化 計画 の中 でこ れま

での 比較 にな ら な いほ どの 土砂 掘 削 、除 去 を して いる

状況でございます。  

 

川の 管 理 は県 や 国 が行 っ て いる の で 、直 接 、 市が 対

応し てい るわ け で はあ り ま せん が 、 雨水 ポン プ場 の設

置な ど市 の 雨 水 対 応に つい て説 明 い ただ けな いで しょ

うか。  

 

市の 対 応 とし ま し ては 「 総 合治 水 」 を掲 げ て おり ま

す。 「な がす 」 、 「た める 」、 「 そ なえ る」 対策 を総

称した言葉ですが、平成 23 年度から行っています。西

脇市 では 「な が す 」だ けの 対応 、 つ まり 排水 路や 雨水
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ポン プ場 の整 備 に は多 額の 資金 が 必 要で した 。 そ こで

「た める 」対 策 、 例え ば貯 水池 や た め池 、学 校の グラ

ンド に雨 水を 貯 留 する こと や「 そ な える 」対 策、 例え

ば豪 雨の 時に 排 水 経路 を変 える 、 樋 門操 作を 行う など

地域 一体 とな っ て 取り 組み 、 「 な が す」 対策 とし て 郷

瀬ポンプ場や福地ポンプ場を整備してまいりました。  

 

先日 の 豪 雨で も 全 国的 に 被 害が 出 て おり 、 岡 崎町 で

も堤防から 30 ㎝くらいのところまで水嵩が上がってき

ていました。  

 

状況を確認しておきます。  

 

○  今後の審議会について事務局より説明  

 

（閉会）  

 

 


